平成２５年２月１５日
府立学校における体罰に係る状況調査について
１　調査内容
· 府立学校185校（府立高校155校、支援学校30校）が実施
· 調査期間　1月16日～1月31日
· 各学校が下記の点について教育委員会に報告
· 教職員自身が在校生に対して体罰を行ったと管理職に申し出た教職員数
· 生徒、保護者から体罰があったとして、窓口に相談した件数
· 各事象についての概要
２　学校からの報告内容
· 上記調査の結果、185校中36校の教職員87名について、合計で138件の体罰があったとの申し出があった。
《内訳》
· 教職員からの申し出は、33校の80名から117件
· 生徒、保護者からの申し出は、6校の教職員10名について26件
（うち3校、3名、5件については、重複した申し出）
３　集約結果
· 報告に基づき、内容を精査した結果、体罰にあたる事象は、33校の教職員72名について115件であった。
《内訳》
· 教職員からの申し出は、30校の教職員68名について99件
· 生徒、保護者からの申し出は、5校の教職員6名について21件
· 　 （うち2校、2名、5件については、重複した申し出）
· 「繰り返し叩く」、「蹴る」、「怪我をさせた」等の事象は、23件
· 授業中が、40件、部活動が35件、生徒指導が14件、その他が26件
· 今年度が、80件、昨年度以前が、35件
· 体罰にあたらないとした事象には、次のような事象がある。
· 修学旅行中、深夜就寝せずに騒いでいた生徒に対して、正座させ10～15分程度説諭した。
· 授業中寝ている生徒を起こすため、背中を叩いた。
· 部活動指導中に、元気が無いとしてグラウンドの周囲を30分走らせた。　等
· 大塚高校、摂津高校（体育科を設置）においては、部活動中の体罰は無かった。
· なお、上記とは別に、今回の調査以前から対応している事象が、11校の教職員12名、75件ある（うち、2校、3名、24件については本日付で処分を行った）。
（別紙）








